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平成 20 年度 地域密着型金融推進計画 

Ⅰ． 基本方針 

  当金庫は、平成 19 年度から地域密着型金融を恒久的な枠組みで推進していくこととし、平成 20 年度も日高信用金庫の

経営理念である「地域にとってなくてはならない信用金庫」を基本に、引き続き地元金融機関として、その存在意義を発揮し、

地域社会の活性化、地域の持続的発展に貢献できるよう下記の事項を積極的に取組んでいく所存でありますので、ご支援・

ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

Ⅱ． 地域密着型金融推進計画の概要 

１． ライフサイクルに応じた取引先企業の支援の一層の強化 

（１） 企業の事業再生に積極的に取組む 

（２） 創業・新事業への支援体制を強化する 

（３） 引き続き取引先企業の経営改善に向けた支援を進める 

（４） 地域の情報ネットワークを活用し、事業継承の支援に努める  

２． 事業価値に着目した融資手法と中小企業に適した資金供給手法の徹底 

（１） 担保・第三者保証に過度に依存しない融資の推進 

（２） 事業価値を見極める「目利き能力」の向上 

３． 地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献 

（１） 地方公共団体、商工会議所等との連携を図り、各種地域活性化策に全面的に協力・支援を行っていく 

（２） 環境問題への取組みおよび金融経済教育の推進 
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Ⅲ．地域密着型金融推進計画の推進策 

項   目 取組み方針 具体的取組策（目標含む） 進捗状況 

１． ライフサイクルに応じた取引先企業の支援の一層の強化 

（1）事業再生 

① 企業価値が保たれているうちの

早期再生と持続可能性のある事

業再構築 

・取引先企業の経営悪化の要因の把握に努め、

早期に事業再生策の検討などを行う。 

・外部機関、専門家との連携の下で事業再構築

に向けて取組んでいく。 

・経営改善支援先から重点再生支援先を選定

し、実効性のある再生計画を策定し取組んで

いく。 

 

・引き続き再生支援先企業への定期的訪問

などを行い企業の経営実態把握に努め、

経営悪化の要因について経営者と協議し

今後の対応を検討する。 

・再生支援先企業との共通認識のもと、事

業再生計画を確実に実行していく。再生

計画の進捗状況は半期毎に理事長へ報告

する。 

・再生支援機能の補完として、中小企業再

生支援協議会、中小企業診断士協会に支

援を要請する。 

 

（目標数値） 

・平成 20 年度再生計画策定目標先数 4 先

 

 

② 再生手法の共有化 ・当金庫と業務提携している㈶中小企業診断協

会のノウハウを活用していく。 

・営業店の融資担当者、渉外担当者の再生手法

の習得・向上に努めるため、全国信用金庫協

会など上部機関が開催する研修へ積極的に参

加する。 

・事業再生支援実績の成功事例があった場合

は、取組内容を可能な限りディスクロジャー

誌やホームページで開示する。 

 

・北海道地区しんきん企業支援研究会、中

小企業再生支援協議会の研修には再生支

援先を抱える営業店担当者を重点的に参

加させスキルアップを図っていく。 

・引き続き北海道地区しんきん企業支援研

究会の再生事例を収集し、内部研修会開

催時や臨店指導時に営業店へ情報を提供

していく。 

・㈶中小企業診断協会や中小企業再生支援

協議会等と企業との仲介を継続してい

く。 
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項   目 取組み方針 具体的取組策（目標含む） 進捗状況 

（2）創業・新事業 

① 創業・新規事業展開を目指す企

業の支援 
・「創業・新事業に関するアンケート調査」な

どにより企業ニーズの把握に努め、創業・新

事業に関する情報の提供や金融支援などきめ

細かに対応していく。 

・地域ニーズにあった創業・新事業向け融資商

品等の開発を検討する。 

・ 「相談窓口」の運用方法を見直し、改めて

顧客への周知を図る。 

 

・「創業・新事業に関するアンケート調査」

を実施する。新事業展開を目指す案件に

ついては事業計画を十分検討のうえ、積

極的に対応していく。 

・土･日曜日における相談業務の実施を検

討する。 

・引き続き創業･新事業の金融支援実績を

開示する。 

 

 

② 創業・新事業に関する積極的な

情報の発信 

・企業の創業・新事業スタートのためのノウハ

ウがない企業および技術面や販路開拓など企

業自らが解決することが難しい課題を抱える

企業に対する外部機構への紹介・情報の提供、

金融支援などきめ細かな対応を図る。 

 

・新事業展開にあたり、技術面や販路開拓

など課題を抱える企業に対しては、北海

道中小企業再生支援協議会の活用を引

き続き促していく。 

・「北海道地区産業クラスターサポート」

会議などに積極的に出席し企業ニーズに

あった情報を還元するため情報の収集を

継続して行く。 

・全国信用金庫協会が制定した「ビジネ

ス・マッチング」の活用を図るため渉外

担当者を中心に取引先企業にＰＲする。

ひだかしんきん未来塾の会員へもこの制

度を PR し、各地区において会員登録を

目指していく。 

 

 

（3）経営改善支援 

① 健全債権化などに向けた取り組

みの強化 
・取引先企業の経営悪化の兆候の把握に努め、

早期に経営改善策の検討などが行えるよう、

普段から経営者とのコミュニケーション深

めていく。 

・中小企業早期再生支援事業などの支援ノ

ウハウは、経営者の意識の改革促すなど

利用価値は高いことから営業店担当者に

積極的に活用するよう指導していく。 
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項   目 取組み方針 具体的取組策（目標含む） 進捗状況 

・本部担当課と営業店が経営改善支援先企業を

定期的に訪問し、情報の提供、経営指導など

モニタリング・指導を実施する。 

・外部コンサルティング機関と連携し、情報の

提供、アドバイスなどを受け経営者の意識の

改革を図る。 

 

・本部担当課と営業店は年 3 回以上経営改

善支援先企業を訪問し、経営者とのコミ

ュニケーションを図り情報の収集や情報

の提供などを行う。 

・引き続き経営改善支援取組み先数、ラン

クアップ先数およびランクアップ先の特

徴的な事例を可能な限りホームページや

ディスクロジャー誌に公表する。 

 

（目標） 

・経営改善支援取組み先数 17 先 

・ランクアップ先数     5 先 

 

② 中小企業に対するコンサルティ

ング機能及び情報提供機能の一

層の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中小企業再生支援協議会、㈶中小企業診断協

会の経営改善事例情報等を活用して融資担

当者・渉外担当者のコンサルティング能力強

化を図り、経営ニーズにあった情報が発信で

きる体制を整備していく。 

・経営コンサルティング機関（㈱タナベ経営）

との連携のもと、｢ひだかしんきん未来塾｣

の勉強会を通して情報提供機能を充実させ、

地域の若手経営者、後継者をサポートしてい

く。 

・地元企業へ北海道信用金庫協会が主催する

「しんきんいいものフェアー」への積極的な

参加を促す。 

 

・中小企業再生支援協議会、中小企業診断

協会の経営改善策の事例などの情報を収

集し、営業店へ情報を還元していく。 

・営業店へ中小企業再生支援協議会や中小

企業診断士協会などの活用方法を周知

し、コンサルティング能力を高めていく。

・引き続き第 2 期｢ひだかしんきん未来塾｣

を活用し経営相談機能を充実させてい

く。 

・平成 20 年度も地元企業に対し「しんき

んいいものフェアー」の参加メリットな

どを継続して積極的にＰＲしていく。 
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項   目 取組み方針 具体的取組策（目標含む） 進捗状況 

（4）事業継承 

① 事業継承に向けた取組み ・経営者が高齢でかつ後継者が不在である企業

の把握に努め、第三者譲渡や資産処分なども

含めた支援策を検討する。 

・商工会や地元役場などと連携を密にしたネッ

トワークを構築し、譲り受け企業や資産購入

者などの発掘に努める。 

 

・取引先の事業継承に係る情報は、平成

14 年 8 月に策定した「情報提供（取扱

要領）」を見直し、金庫内の情報の一元管

理化を進める。 

・取引先以外の事業継承に係る情報は「地

域交流会」などで問題提起し、情報ネッ

トワークの構築を引き続き行っていく。

 

 

２．事業価値に着目した融資手法をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底 

① 目利き機能の向上 ・職員の「目利き能力」向上のための内部勉強

会などを定期的に開催するほか、外部講師に

よる研修会の開催を実施する。 

・日常的な取引先企業とのコミュニケーション

を通じ事業の価値や事業リスクなどを判断で

きる職員を育成していく。 

 

・本部審査課による「目利き能力」向上の

研修を今後も継続して開催していく。 

・引き続き上部機関などが実施する研修会

には渉外、融資担当者を参加させる。ま

た、参加者が講師となり伝達講習会を開

催する。 

 

 

② 不動産担保・第三者保証に過度

に依存しない融資の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

・引続き営業店に対し、キャッシュフローを重

視した融資に努めるよう指導していく。 

 

 

・引き続き担保・第三者保証不要の融資商

品を積極的にＰＲしていく。 

・ＡＢＬ導入に向け手法の活用事例などの

情報を収集し、具体的な運用を図る。 
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項   目 取組み方針 具体的取組策（目標含む） 進捗状況 

３．地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献 

① 地域交流会の再構築と活性化 ・地域・中小企業の再生、持続的な発展のため

には、「点」の事業再生に加え、公民連携によ

る「面」としての対策を講じていく。 

 

・平成 20 年度も現状メンバーで、定例会

合を進めていく 

・各地域の「地域交流会」へ当金庫が主導

的に他の地域の地域活性化事例などの情

報を提供していく。 

・引き続き各団体の代表者等を地域交流会

メンバーとして加えるなど本会の拡充を

図っていく。 

 

 

② 環境問題への取組み ・さまざまな環境問題への取組みの必要性が唱

えられているなかで、当金庫もその重要性を

認識しており、地球温暖化対策等へ向け、地

域でその主導的な役割を果たしていく。 

・環境面に着目した金融商品の開発・販売など

環境問題意識の高まりに対応した業務展開

を行っていく。 

 

・平成 19 年度の「空気洗浄型カレンダー」

については好評を得たことから引き続き

2009 年版も製作する。 

・環境問題に積極的に取組むため、平成 19

年 12 月に参加した「チームマイナス

６％」温室効果ガス６％削減の目標達成

活動を継続して行っていく。 

・「信用金庫業界の環境自主行動計画にか

かる数値目標」において、平成 20 年度

から平成 24 年度までの５年間で「電力

使用量」６％削減が設定されたことから、

金庫としても目標を達成するために積極

的な対応を図っていく。 

・平成 20 年度も資源の効率的利用の観点

から、本部発信文書等はグループマック

スを利用しペーパレス化を継続して推進

していく。 
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項   目 取組み方針 具体的取組策（目標含む） 進捗状況 

③ 多重者債務問題の解決を含む金

融知識の普及 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後も多重債務者は増加すると見られるが、

これに対応するため、法律専門家や公共機関

への紹介、金融支援などきめ細かな対応に取

組む。 

・多重債務者の発生を未然に防ぐため、次代を

担う若い世代や高齢者へ金融知識の普及を

行っていく。 

 

・引き続き管内の教育機関からのインター

ンシップ受入時やしんきん友の会総会実

施時などの機会を利用して、金融知識の

普及に取り組んでいく。 

・管内の教育機関からのインターンシップ

要請に対しては平成 20 年度も積極的に

対応する。 

・引き続き小・中・高校へ金融経済教育に

関する授業等の引受を PR する。 
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Ⅳ．地域密着型金融推進計画の基礎となる態勢整備 

（1） ガバナンスの強化 

・  従来以上に総代、一般会員、地域利用者等の意見を吸収する体制を整えるほか、これら意見を経営に反映させる

よう態勢を構築していく。  

・ 半期開示を原則とし、９月末情報開示についても 3 月末と同様の自己査定とそれに基づく償却・引当を行うなど

決算と同等に対応できるよう努めていく。  

（2） コンプライアンス態勢 

・  不祥事件の未然防止のため、今後一層内部通報制度の機能促進、コンプライアンスに関する諸規程の周知徹底を

図るとともに、コンプライアンスに関する検証態勢を確保し、金庫内部の自浄能力を向上していく。  

（3） リスク管理態勢 

・ 信用リスク、市場リスクは財務上のリスクを可能な限り計量化し、自己資本を確保しつつリスクコントロールを

行い、より収益性を高める態勢を構築していく。事務リスク、システム・リスクなどのオペレーショナル・リスク

は極力リスクが顕在化しないよう牽制・検証態勢を整備していく。  

（4） 人材の育成 

・ 地域経済の活性化や金庫が持続的発展を成し遂げていくためには、人材育成が欠かすことのできない重要課題と

なっている。これまでも、信用金庫人としての健全な常識や倫理観の熟成を基本とし、課題解決型金融の強化のた

め内部研修や業界団体が行う各種研修・会議に積極的に職員を派遣してきたが今後も、あらゆる機会を活用して各

種課題に柔軟に対応できる職員の育成を目指していく。  

以上 
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本計画に対するご意見、ご感想がございましたら下記にご連絡頂ければ幸いです。

日高信用金庫 経営統轄本部 経営企画課 

住所：〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 31 番地 2 

電話：0146－22－4112 Fax：0146-22-0994 

 


